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Résumé

This study compares the physical characteristics of the Gutenberg Bible (B42), the first

substantial book printed in Europe using movable metal type, to selected manuscript Vulgate

Bibles of the fifteenth century that can be found in several library collections in London. The

manuscripts originated in German-speaking countries and represent those that might have

served as a model for B42. A comparison is made in order to determine to what extent B42

followed or tried to follow the manuscript tradition, what new features it introduced, and what

purpose the new features served. The study focuses on the physical appearance of the book,

such as the size, format, general page layout, and script/typeface including the use of punctu-

ation, as well as the arrangement of prefaces and books of the Bible.

Close examination reveals that the Gutenberg Bible modelled its physical characteristics on

the large contemporary manuscripts made for and used in religious houses, although a smaller

format was likely used for the exemplar(s) of B42. It was found that B42 followed the

manuscript tradition closely in terms of physical appearance, although it did not make use of

red ink for headings and initials. However, B42 did not merely imitate the manuscript style. It

aimed at an idealized manuscript. With its strict setting rules, B42 succeeded in introducing a

more standardized page layout, despite its complex concurrent printing and composition, to an

extent that manuscripts could never achieve. At the same time, it created a new tradition for

the printed Vulgate.
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I. 初期刊本と写本

初期刊本 (incunabula)とは� 西洋において活
版印刷術が発明された 1450年代から 1500年
12月 31日までの間に金属活字を用いて印刷�
刊行された書物を指す� 初期刊本の研究には� 写
本との影響関係の検証が不可欠である� それは�
当時は写本が書物の唯一のモデルであったため�
印刷という画期的なテクスト複製の手法にもかか
わらず� 最初期の刊本は写本の伝統を反映してい
ると考えられるからである� 初期刊本時代に書物
の生産方法と形態は大きな変化を遂げた� しか
し� 最初期の印刷業者は� 既に確立していた写本
の流通経路のみならず� 形態� 素材� ペ�ジ�レ
イアウト� 物理的構造� 書体などの数�の物理的
特徴も写本から受け継いだのである� そのため�
最初期の刊本の外観は� 同時代の写本に酷似して
いる�
西洋初の活版印刷本であるウルガタ聖書� いわ
ゆる �グ�テンベルク聖書� あるいは �42行聖
書� �以下 �B42�	は�刊本と写本の類似を示す好
例である� B42は� 1455年頃にドイツのマイン
ツにおいて Johann Gutenberg が印刷したと考
えられている二巻本のラテン語聖書である� 印刷
原稿には同時代の写本が使用されたと考えられる
が� その写本は特定されておらず� 現在までに失
われてしまった可能性も高い� テクストは黒イン

クを用いて印刷され� 印刷後に手彩色による装飾
頭文字の挿入や朱書きが施された B42のペ�ジ
は� 一見写本のような印象を与える1)� B42の現
存本の中には� より写本に似せるためか� テクス
ト部分に後から罫線を引いたものさえある� B42

の全体的なレイアウトの写本との類似は� 例え
ば� B42と同時期の 1452年 4月 4日から 1453

年 7月 9日にかけて� しかもマインツという同じ
場所で筆写された大型の写本聖書� いわゆる The

Giant Bible of Mainz (Washington DC., the Li-

brary of Congress, MS. 8)2) の任意の 1ペ�ジと
並べて見ると明らかだろう �第 1図	� どちらも
余白を広く取った 2段組のレイアウトで� ペ�ジ
番号はなく� 本文には黒インク� 書の始まりや終
わりを示す見出しには赤インクが使われており�
書の冒頭には大きな装飾頭文字が様�な色で� ま
た章の冒頭にはそれより小さな装飾頭文字が赤や
青インクで書き込まれ� 各文頭の大文字には朱が
入れられている�
こうした高い類似性から� 一般的に B42は写
本をできる限り忠実に模倣したと言われている3)

[p. 2]� しかし� 筆写と印刷という生産方法の違い
からは� 例えば文字を整然と書くため写本に引か
れていた罫線が見られないなどの外見上の違いが
生じている� さらに� B42の印刷ペ�ジを仔細に
観察すると� 行末揃えや字体の使い分けなどに関
する組版時の緻密な規則があることがわかる� 厳
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密な規則を採用した B42の複雑な印刷工程から
は� 印刷ペ�ジ面の外見に関して多大な考慮が払
われたことが推察できる� そうした配慮�規則の
どこまでが �写本を模倣� するためのものである
のか� 印刷という生産方法の変化に付随して結果
的にあるいは意識的に新たに導入されたものがあ
るのかどうか� そして� その後の刊本独自の発展
へつながる萌芽がどこにあったのかを明らかにす
るためには� 写本との比較が不可欠である�
しかし� 15世紀中葉の非常に豪華な一群の聖
書写本を対象とした多分に美術史的な研究はある
ものの4)�書誌学的な観点からの 15世紀の聖書写
本の研究は十分に進んでいない� これは� 聖書写

本の生産が 13世紀には非常に活発であったのと
は対照的に� 14�15世紀には低調であったこと
も関係していると考えられる�そのため� 14世紀
から 15世紀前半にかけてどのくらいの数の聖書
写本が誰のために誰によってどのような素材で作
られたのか� また� それがどのような形態のもの
であったのか� という聖書写本生産の全体像は明
らかにはなっていない5)� 結果として� B42は外
見的に写本とよく似ていると一般的に言われるも
のの� その論拠となりうるような同時代の写本聖
書との具体的な形態の比較は� これまで十分に行
われてこなかった�
そこで� 本研究では� 最初の印刷本である B42

第 1図 B42と写本聖書
a. グ�テンベルク聖書 b. The Giant Bible of Mainz
�慶應義塾図書館所蔵	 (Washington DC., the Library of Congress, MS. 8)

上巻第 1葉表 �聖ヒエロニムスの書簡� 冒頭 上巻第 1葉表 �聖ヒエロニムスの書簡� 冒頭
画像提供
 慶應義塾大学 HUMIプロジェクト 出典
 Library of Congress. “Europe (Library of Con-

gress Rare Books and Special Collections: An
Illustrated Guide)”
�http:/ /lcweb.loc.gov/rr/rarebook/guide/ra
036001.jpg� (accessed 2005-08-18)

出典
 HUMI プロジェクト “001”
�http://w w w. h u m i. k e i o. a c. j p/t r e a s u r e s/
i n c u n a b u l a/B42/k e i o/v o l�1/2/h t m l/001.
html� (accessed 2005-08-18)
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と同時代の 15世紀に書かれたウルガタ聖書の写
本を対象として�形態�つまり�物理的特徴 �ペ�
ジ�レイアウト� 書体� 判型� 素材� 構造など�
を具体的に比較調査する� 調査結果の分析から�
B42の外見上のモデルを推定し� B42がどのよう
な形態的特徴をもつ写本群に属することを意図し
て作られたのかということを明らかにすることが
できると期待される�
さらに� B42が活版印刷術という新しい技術を
用いる中でどのように写本の伝統を踏襲し� どの
ような点ではそれを断念しているのか� また� 新
たな特徴として何を付け加えているのかを分析す
る� そして� 写本の理想型を実現しようとした
B42が� 実際には書物の表象を変化させる契機と
なり� 印刷本独自の発展を準備することになった
ということを論ずる�

II. 聖書写本

A. ウルガタ聖書の成立

聖書の写本は� 何世紀にもわたって様�な素材
に書写され続けてきた� その形態は長い歴史の中
で幾度も劇的な変化を遂げている� そのため� 15

世紀の聖書の伝統を理解し� B42がどのような形
態の聖書群に属するものとして意図されたのかを
明らかにするためには� 歴史的な文脈の理解が必
要になる�本章では� テクストとしての B42が属
する伝統であるウルガタ聖書の概略を述べた後
で� 形態とメディアとしての機能という観点から
ウルガタ聖書の形態面における歴史的変遷とその
背景を略述する� なお� 聖書の各書名の表記は
�新共同訳聖書 �旧約聖書続編つき�	6) に従った�
現代のウルガタ聖書としては� ドイツ聖書協会刊
行の Biblia Sacra Iuxta Vulgatam Versionem を
参照した7)�
そもそもウルガタ聖書とは特定の形態と結びつ
いているものではなく� 4世紀末に聖ヒエロニム
ス (c. 340�420)が翻訳したラテン語訳聖書の系
統を指す� なお� キリスト教は 324年にロ�マ帝
国の国教となっていた� 当時� 聖書はヘブライ
語�ギリシャ語および荒削りの古いラテン語訳
(the Old Latin version)で流布していたが� 聖ヒ

エロニムスはそれを編纂�校訂し� 聖書全文をラ
テン語に翻訳したのである� 当初は教会内部から
の反発もあり� 採用の時期は地方によって異なる
が� 彼のラテン語訳は次第に広まり� 7世紀には
ロ�マ�カトリック教会で用いられる正式なラ
テン語聖書となった8)� そのため 
普及版�
�vulgata, 英語では vulgate� と呼ばれるのであ
る�
ウルガタ聖書はそのテクスト伝達の過程におい
て多くの異文が生じたり� 古いラテン語訳の影響
で改変が加えられたりもしているが� 基本的には
多少の修正を経て今日でも使用されている� ただ
し� 聖ヒエロニムスが校訂の結果ヘブライ語聖書
に含まれないものだとして完成版から除いたいく
つかの書は� 次第に中世 �および現代� のウルガ
タ聖書に含められるようになっていき� その際の
テクストには彼が不採用とした翻訳や古いラテン
語訳が用いられた9)� また� 現代のウルガタ聖書
には含まれないが� 中世においては各書に序文が
つけられることが多かった10)� 序文のテクストは
一定のコ�パスから選ばれるものの� 長い間標準
化はされていなかった� つまり� 中世のウルガタ
聖書は� 単一の不動のテクストからは程遠く� む
しろ� 大体において聖ヒエロニムスのラテン語訳
に基づく混成物だと考えるべきものである�

B. 形態の変遷

1. 小型の冊子体
聖書の歴史の初期の段階は� 巻子本から冊子本
へ� パピルスから羊皮紙へという書物の形態の変
化の時期と機を一にしている� 
冊子体の誕生�と
キリスト教の勃興はしばしば関連づけられる� 冊
子体の発明も普及も� キリスト教に帰することが
できるような証拠はないが� キリスト教徒が早い
段階から聖書の形態として冊子体を採用していた
ことは重要である11)� 冊子体への変化に続いて�
さらに書物の主要な素材がパピルスから羊皮紙へ
と移行していった� 現存するギリシアの聖書写本
の多数の例が示しているように� 4世紀までには
上質の羊皮紙が書物の一般的な媒体として受け入
れられるようになっていた� つまり� ウルガタ聖
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書が成立した頃には� キリスト教の聖書は羊皮紙
の冊子本として作られるのが自然な状況であっ
た�
写本生産の当初の担い手は� 修道士であった�
現存する初期の写本は少ないが� 概して小さなサ
イズで� アンシャル体 (uncial)を用いて語の区切
りや句読点を使わずに一段組で書かれている12)�
British Library �以下 �BL�� が所蔵する 6世紀
の写本 Harley MS. 1775 はその典型で� 縦が約
16cmと片手で持てるくらいの大きさであること
から� 説教壇に置くためのものではなく� 聖職者
が個人的に利用�研究するためのものだと考えら
れている�

2. 大型化
やがてイタリアではウルガタ聖書が正式な礼拝
�典礼�で使われ始め�特にミサで福音書を朗読す
ることが一般的になっていった� そのため� 9世
紀以前の聖書写本で現存しているもののおよそ半
数が四福音書 �マタイ�マルコ�ルカ�ヨハネに
よる福音書� のみから成っており� しかもその多
くが欄外に典礼での朗読の開始と終了を示す印を
持っているのである3) [p. 29]� いわゆるロ�マ式
典礼が西欧全体に広まっていくにつれ� ウルガタ
聖書も広まり� 古いラテン語訳を次第に駆逐して
いった�

5世紀から 8世紀にかけて聖書の物理的なサイ
ズは徐	に大きくなっていく� これは当時の書物
一般の傾向でもあるが� 聖書が典礼での朗読に使
われることが一般的になっていった影響だと考え
られる� 典礼における朗読の際には� 聖書は書見
台に置かれるのが一般的であり� 大きな読みやす
い文字で書かれている必要があったからである�
サイズは大型化していったものの� 聖書全文では
なく� 聖書の一部分だけ �四福音書のみ� 詩篇の
み� モ�セ五書のみなど� から構成されているこ
ともこの時期の特徴である�
現存する最も古い一冊で全文を持つラテン語聖
書 (pandect)は� Codex Amiatinus と呼ばれる 8

世紀初期の写本 (Florence, Biblioteca Medicea-

Laurenziana, cod. Amiatino 1)である13)� Codex

Amiatinusは� ウルガタ聖書の普及に大きな役割
を果たしたイギリスのノ�サンブリアで作られた
もので� 1,029葉の羊皮紙に二段組 43
44行で
書かれた 505�340 mmと大型の写本である�

3. 一単位としての聖書
8世紀末頃には� Codex Amiatinusのような一
巻ものであれ多巻ものであれ� 聖書の全文を含む
一つの単位としての聖書という概念が確立して
いった� カロリング�ルネサンスの時期に� 神聖
ロ�マ帝国のカ�ル大帝に仕えたAlcuin (735?

804) がノ�サンブリアの写本に基づいてウルガ
タ聖書の改訂版を編集し� トゥ�ルの修道院の書
写室から多くのアルクィン改訂版ウルガタ聖書
(Alcuin Bible) を送り出したのである� その写本
は� 多巻ものであることが多く� 新約�旧約聖書
の両方を含むため� 概して 420
450葉� 二段組
50
52行という大きなサイズであり� カロリン
グ体 (Caroline minuscule) と呼ばれる丸みを帯
びた小さくて読みやすい小文字の新しい書体で書
かれ� 豪華な装飾が施されていることが多かっ
た� そうした写本は� 裕福な後援者や他の修道院
へ贈られたものである� ペ�ジ面には書体のヒエ
ラルキ�が見られ� 例えば主要な見出しはスクエ
ア�キャピタル体 (square capitals)� 書の始まり
を告げる朱字は uncial� 序文はハ�フ�アンシャ
ル体 (half-uncial)� 欄外標題と書の終わりを告げ
る朱字はラスティック�キャピタル体 (rustic

capitals) というような使い分けがなされている�
トゥ�ルの書写室では 9世紀前半におよそ 100

点もの聖書の写本が生産されたといわれる14) [p.

53]� 結果的にこの種のウルガタ聖書は非常に一
般的になり� 9世紀半ばまでには� 北ヨ�ロッパ
の大修道院は全文の聖書を持つようになってい
た�

4. 大型化� ロマネスク聖書
11世紀の第三四半世紀には� おそらくはロ�
マを起源として� 再び大型化の傾向が現れ始め
る� この時期と場所は� 教皇 Gregorius 7世の改
革運動の影響を示唆する� この時代の聖書はロマ
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ネスク聖書と呼ばれ� 現存する写本には共通する
物理的特徴が見られる� つまり� 概して非常に大
きく重い一巻または多巻もので� 上質の羊皮紙に
後期の Caroline minuscule による大きな文字を
用いて二段組の本文レイアウトに書かれ� 書体の
ヒエラルキ�を保持し� 一ペ�ジ大の細密画を含
む非常に豪華な装飾が施されている15)� テクスト
は通常アルクィン改訂版である� 例えば� 神聖
ロ�マ皇帝ハインリッヒ 4世 (1050�1106)が�
Hirsau のベネディクト会修道院 Admont

Abbey に贈るためにおそらくはロ�マで作らせ
た聖書写本 (Munich, Bayerische Staatsbiblio-

thek, Clm. 13001) は� 275葉から成る一巻もの
で 614�398 mmと非常に大きく� ふんだんに装
飾が施されている� 同種の豪華な大型写本の生産
は西欧各地において短期間のうちに盛んになった
が� 貴族や司教などの富裕層の後援者が修道院や
教会に贈るために作らせることが多かったと考え
られている� 12世紀にシト�修道会�カルトゥジ
オ修道会� アウグスチノ修道会など新しい修道会
が設立されたことも� 権威の象徴となるこうした
堂�たる聖書への需要を高めただろう�
さらに� 12世紀後半になると�それまで修道院
に限定されていた写本生産の市場に� 世俗の写字
生や装飾職人が参入を始めた� その結果� 大型の
ロマネスク写本は商品として購入可能なものと
なっていき� 大きな書写室を持たない小規模の修
道院でさえ購入という手段によって入手できる基
本的な書物となったのである�
大型のサイズと大きな文字という特徴は� 公同
の利用という機能を示唆する� 修道院において
は� 聖書を公的に朗読する場として礼拝堂と食堂
との二箇所が挙げられる� 宗教改革以前の教会
は� 聖書に関しては個人的な朗読と研究を重んじ
ており� 聖務日課の中心は �詩篇� の朗唱におか
れて聖書は一節が朗読される程度であったが� 夜
半の聖務である朝課においては聖書の文章が相当
の長さにわたって朗読されていたのである16)� 朝
課では� 一年間で福音書を除く聖書全文を読み終
えるようになっていた� また� ベネディクト修道
会の規則には� 食事および聖務日課の際に聖書を

朗読するようにという規定がある17) [p. 265�
267]�
このような大型聖書には� しばしば朗読箇所の
リストや� 朗読箇所の開始と終了を示す欄外の印
があることも� 朗読という用途を裏づける� 興味
深いことに� これら大型聖書は典礼での朗読に不
可欠なはずの福音書や �詩篇� を欠いていること
が多い� その重要性や� より古い現存する福音書
や �詩篇� のみから成る写本の存在を考慮に入れ
ると� それらの書は独立した写本として既にその
修道院で所蔵されていたために� 新たに書写され
た大型聖書からは省略されたのだと考えられる�

5. 小型化	 ゴシック聖書
聖書写本の形態は 13世紀に大きな変化を見
せ� ゴシック聖書として類別される� 典型的な初
期のゴシック聖書は� 一冊に聖書全文を含みなが
らも� 250�215 mm程度と著しく小さく� 軽く�
非常に薄い羊皮紙に� 縮約語を多用した小さな角
張ったゴシック体 (gothic)を用いて二段組で書
かれている�これは� 12世紀には注釈用に使われ
ていた書体が本文用に使われるようになったもの
である� 通常は大きな細密画や書の冒頭の装飾頭
文字は描かれない� かわりに洗練された小さな大
文字が書
序文の冒頭を飾り� 各章の最初の大文
字には赤
青のインクが交互に使われ� 多くの場
合は逆の色のペンワ�クで装飾されている� 章番
号は赤
青のロ�マ数字で示され� 欄外標題には
赤と青が一文字ずつ交互に使われることが多い�
13世紀の小型ゴシック聖書の写本あるいはその
端本は多数現存しており� 非常に大量に制作され
たことがわかる�
小型化の背景には� 12世紀末からのパリ大学
を中心とする聖書学者による聖書研究の高まりが
あると考えられる� 注釈に対応する本文を容易に
参照できるような聖書が求められるようになり�
その需要を満たすために� 小型の一冊で完結する
本文のみの聖書が制作されるようになったのだろ
う3) [p. 113]� この急激な小型化と定型化は�
1170年頃の北フランスで始まり� 1230年頃に安
定を見せた� そして� この変化と同時に� �パリ聖
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書� として分類されうる別の特徴も発展したので
ある�

6. パリ聖書
�パリ聖書�という語は�厳密には特定の形態や
実際の生産場所を意味するわけではない� しか
し� 典型的なパリ聖書の写本の特徴は次のように
総括できる� 一冊に聖書全文を含み� 新しく標準
化された一定の書の順番と特定の 64の序文を持
ち� テクストは章に分割され番号が振られてお
り� 末尾にはヘブライ名辞典 (interpretationes

nominum hebraicorum) が付随している� 書の
順番は� 現代のウルガタ聖書とはよく似ている
が� 聖ヒエロニムスの当初の順番とは大きく異
なっている� 本文テクストを章に分ける習慣はパ
リ大学で始まったと考えられており� Stephen

Langton (d. 1228) の功績に帰せられている� 12

世紀末から詳細な注釈付き聖書を用いた聖書研究
が盛んになっていたため� 標準化され� 番号づけ
された章を持つ参照が容易な本文の必要性が高
まっていたのである18)� 一方で� それ以前にあっ
た四福音書対観表や各書の冒頭におかれた章目次
(capitula list) などの伝統的な補助ツ�ルは姿を
消した� 内容的には� ウルガタ聖書の徹底的な校
訂の成果というより� 当時存在していた聖書に細
かな多くの改良を加えたものだとみなすことがで
きる19)� 形態的には� 典型的な小型のゴシック聖
書に分類できるものが多い� パリ聖書は� 既に確
立していた書物取引の流通経路を通って比較的短
期間のうちにヨ�ロッパ全土に広まり� 聖書写本
の標準的な本文と形態を変えた�
托鉢修道会の設立は� パリ聖書の小型化を一層
進める要因となった� パリには 1229年にドミニ
コ会の� 1231年にフランシスコ会の機関が設立
された� 前者は学識を� 後者は個人的な信仰心を
強調するという違いはあったが� 両修道会ともに
説教を重視する姿勢は共通していた� パリ聖書
は� (1) 小型で持ち運びが容易� (2) テクストが比
較的標準化され信頼できるため� 異端への対抗が
容易� (3) 章分けされ見出しがついているため�
用語索引からの本文の参照が容易 �前者には

Hugh of St-Cher (d. 1263)の用語索引が� 後者に
は Concordantiae Morales Bibliorumがあった��
(4) 商品として購入可能 �托鉢修道士は修道士と
違い�写字生としての訓練を受けなかった��とい
う点で両者の要求に適していたのである3)� 托鉢
修道士という新たな市場向けに� パリ聖書はさら
に小型化されていった�

7. 14�15世紀の聖書写本
13世紀とは対照的に�続く 14�15世紀の聖書
の写本の生産は非常に低調であったと考えられて
いる� この時代に作られた聖書も� 当時の規範で
あるパリ聖書の系統に属するのが標準的だと言わ
れているものの� 15世紀における �パリ聖書� の
実態については検証が必要である� 現存する写本
からは�修道院改革の機運を受け� 15世紀半ば�
つまり印刷術発明の直前に大型で豪華な聖書の人
気が多少復活したと考えられている� しかし� 前
述のようにこの時代の聖書写本の研究は不十分で
あり� 全体像が把握されていないため� どのよう
な形態的特徴をもつ聖書写本が主流であったのか
は明らかになっていない�
この時代� 特に 15世紀の聖書写本の供給の少
なさは� 聖書以外のテクストを含めた写本生産の
全体の傾向とは大きく乖離している� 既に 14世
紀には貴族階級読者向けの自国語文学も多数筆写
されるようになっていた� 15世紀の写本市場は
勃興しつつある市民階級という新たな読者層を得
て活況を呈しており� 時�書や文学作品が大量に
生産され流通していたからである�
聖書写本の生産が低調であったことは� 必ずし
も聖書が読まれていなかったことを意味しない�
むしろ� 13世紀に作られた写本がそのまま使わ
れ続けたり� あるいは中古品として流通したりと
いった要因により� 新たな写本が生産されなくて
も十分に需要が満たされていたためではないかと
言われている3) [p. 138]5)�

C. 写本生産とグ�テンベルク聖書
このような形態の変遷の概観からは� ウルガタ
聖書写本の形態と用途に関するある程度の類別が
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可能である� つまり� (1) 大型であるが� 福音書�
詩篇� 使徒書簡など聖書の特定の書のみから構成
される典礼での朗読に使われる聖書� (2) そのう
ち豪華な装飾が施されたもの� (3) 大型で全ての
書を含んでおり� 典礼や修道院の食堂での朗読に
使われる聖書� (4) そのうち豪華な装飾が施され
たもの� (5) 小型で�全ての書を含んでおり�聖職
者が個人的な聖書研究や伝道に使うための聖書�
(6) そのうちテクストがパリ聖書の系統であるも
の� である�

B42は� 大型のサイズで全ての書を含んでいる
という点で (3) (4) に属するか� あるいはそれに
近いと考えられる� また� テクストとしても� 基
本的には当時の標準だとされるパリ聖書の系統に
属すると言われている� ただし� B42は �パリ聖
書� には含まれないはずのエズラ記 4 �ラテン語�
を含み� 逆に通常付随するヘブライ名辞典を持た
ない�
一方� 聖書写本生産が低調であった時期が長く
続いた後であるにもかかわらず� 15世紀半ばに
出版された B42は予約販売で完売してしまうほ
どの人気であったという同時代の証言や20)� また
活版印刷の初期の 1475年までに 20点� 初期刊
本時代全体では 96点にも達するウルガタ聖書が
続�と印刷されたという事実は興味深い21)� これ
は� B42が聖書に対する新たな需要を掘り起こし
たことを意味すると解釈することができる� 従来
言われてきたように� 14�15世紀の写本聖書も
B42もテクストとしては基本的にパリ聖書に属
するのであれば� B42の成功の理由は� テクスト
面というよりはその提供の仕方にあるのではない
かと考えられる� 換言すれば� B42は単なる写本
の模倣にとどまらず� それ以前の聖書写本の類型
には属さない何らかの形態的特徴を実現していた
のではないかと仮定することができる� 次章で
は� 同時代の写本聖書を調査することによって�
B42が何を実現したのかを論ずる手がかりとす
る�

III. 写 本 調 査

A. 調査対象の選定

調査対象は� 15世紀に書かれたラテン語ウル
ガタ聖書の写本に限定し� 世界有数のコレクショ
ンを誇る BLを中心としてロンドンにある諸機関
に所蔵されている写本を調査対象とした� 調査対
象写本は� BLの各写本コレクション目録および
N. R. Ker 編纂の写本総合目録 Medieval Manu-

scripts in British Libraries第 1巻 �ロンドン篇�
から選択した22)� 聖書には注釈付きのものと本文
のみのものがあるが� 注釈の有無はペ	ジ�レイ
アウトに影響を与えるため� 本調査では B42と
同じく注釈のない本文のみの聖書写本に限定し
た�零葉や�注釈付きの聖書写本を除外した結果�
次の 19写本が選択基準を満たした� 以下で写本
に言及する際は� この番号を用いることとする�

( 1 ) University of London Library, MS 292.

Biblia

( 2 ) University College Library, London, Lat.

22. Novum Testamentum

( 3 ) BL, Royal MS I. C. v, vi. Bible

( 4 ) BL, Harley MS 2789. Bibliorum Volumen

Secundum

( 5 ) BL, Harley MSS 2836, 2837. Biblia

( 6 ) BL, Harley MSS 2839, 2840. Biblia

( 7 ) BL, Additional MSS 15254�15258.

Biblia Sacra

( 8 ) BL, Additional MS 15259. Biblia Sacra

( 9 ) Congregational Library, I. b. 1. Biblia,

pars I

(10) Congregational Library, I. b. 2. Biblia,

pars II

(11) Victoria and Albert Museum, National

Art Library, Reid 23. Old Testament,

pars

(12) BL, Additional MS 11851. Two Gospels

(13) BL, Additional MS 15294. Psalter

(14) BL, Additional MS 16999. Psalter

(15) BL, Additional MS 19896. Apocalypse
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(16) BL, Additional MS 26872. Gospels and

Apocalypse

(17) BL, Additional MS 30935. Apocalypse

(18) BL, Additional MS 38121. Apocalypse

(19) Wellcome Library for the History & Un-

derstanding of Medicine, 49. Apocalypse

このうち (12)から (19)までの 8写本は� 福音
書や詩篇などの聖書の一部の書のみから構成され
ていた� これら 8写本についても調査は行った
が� 聖書全文から成る写本群とは性質が異なり�
B42のモデルとなった写本群に属する可能性が
著しく低いことが明らかになったため� 本論文の
記述からは割愛する� 以下では� (1)から (11)ま
での 11写本を論述の対象とした�なお�写本 9�
10は同じ図書館に所蔵されて連続した請求記号
を付与されており� 同じ旧蔵�装丁で� 写本 9は
上巻のみ� 写本 10は下巻のみから成っているが�
対ではなくまったく別の写本である�

B. 調査項目

各写本について� 内容 �書および序文の取捨選
択と順序を含む��構造 �校合式��素材�ペ�ジ�
サイズ� 本文領域サイズ� 段組� 行数� 製本� 来
歴�フォリオ番号�捕語 (catchword)�罫線 �様式
と材料�� 写字生自身あるいは後世の読者による
修正方法� 余白の書き込み� 写字生の特徴 �可能
な場合には写字生の同定�� 書体� インクの色� 制
作地� 同じ文字が連続する際の字体の使い分け�
句読点の種類� 行末揃えの方法� 単語内での改行
の有無� 章の分け方および章番号の挿入場所� 装
飾頭文字� 装飾に使われている色の数� という調
査項目に従って調査を行った�
調査対象の 11写本のうち� ドイツ語圏で作ら
れた 7写本 (1, 2, 3, 7, 9, 10, 11) は� B42の外見
のモデルとなった写本と同種の写本群に属する可
能性がより高いと考え� 特に詳細な調査対象とし
た� また� 写本 5, 6は制作地不明であるが� B42

同様の書体であるテクストゥラ体 (textura)で書
かれた大型写本であるため� 詳細な調査を行っ
た� なお� 書体の同定と命名は Brownに従っ

た12)�
調査は物理的特徴に限定し� テクストの本文批
評は行わない� ただし� 書および各書への序文の
選択とその配列は調査の対象とし� パリ聖書と比
較した� 序文の同定には� Friedrich Stegmüller

編纂の Repertorium Biblicum Medii Aeviを用い
た23)�

C. 調査結果

第 1表に各写本の調査結果をまとめた� 上の行
から順番に� 写本番号� 現在の巻数 �一部のみ
残っている場合は明記した�� 素材� 1丁を構成す
る基本的な葉数� ペ�ジの縦�横のサイズ (mm)�
本文領域の縦�横のサイズ (mm)� 段組�行数�
制作地� 来歴� 書体� 使われている句読点の種類�
行末揃えのための工夫� 単語の分かれが生じてい
る場所� 単語が次の行などにまたがることを示す
ための記号� 書�序文�章それぞれの冒頭の装飾
頭文字が占めるスペ�スの行数� 装飾頭文字が
�I	 の大文字である場合のスペ�スが本文の段組
内であるのか外であるのか� 装飾に使われている
色の数� 装飾頭文字や見出しに入る文字や言葉を
指示するガイドレタ�の有無� 文頭の朱の有無�
�パリ聖書	 の 64の序文セットとの異同� �パリ
聖書	 の書の順番との異同� ヘブライ名辞典の有
無を示している�
表中の �
	 は有あるいは同一であることを表
している� 装飾の色数の行で数字の末尾に #がつ
いているものは� 金が使われていることを示して
いる�序文セットの行は� 64の序文セットのうち
共通しているものの数およびパリ聖書とは異なる
序文の数を示している� 例えば� 完本である写本
1の �40/64�5	 は� パリ聖書の 64の序文セッ
トのうちの 40の序文に加えて他の 5の序文を持
つことを示し� 新約聖書のみから成る写本 2の
�20/22�11	はパリ聖書の該当する 22の序文の
うち 20の序文が共通で� 他の 11の序文が含ま
れていることを示している� なお� 序文は一つの
書に複数付けられる場合もあるので� 必ずしも合
計が 64になるわけではない� ヘブライ名辞典の
行では� �
	 ��	 はそれぞれ有無を示し� ��	
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第 1表 写本と B42

写本番号 1 2 3 4 5

巻数 4
1

�新約のみ� 2
1

�下巻のみ� 2

素材 羊皮紙 羊皮紙�紙 羊皮紙 羊皮紙 羊皮紙

1丁中の葉数 8 8 8 10 10

ペ�ジ�サイズ (mm) 339�250 284�205 380�270 330�337 480�340

本文領域 (mm) 238�172 210�145 260�174 235�160 340�230

段組�行数 2段 47行 2段 43�47行 2段 47行 1段 34行 2段 35, 36行

制作地 オランダ オランダ オランダ イタリア 不明

来歴 不明 修道院
修道院 �アウ
グスチノ会� 不明

修道院 �カル
トジオ会�

書体 hybrida hybrida
textualis
rotunda

humanist
textualis
rotunda

句読点の種類 6 4 3 4 4

行末揃えの方法 埋め草文字 埋め草文字
まれに埋め草
文字

� �

単語の分かれ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ

単語の分かれの印 �, À, / � / � /, //

装飾頭文字
�行数�

書 3�8 6�8 7�10, 15 3 4�9

序文 3�6 3�8 4�10 2 2�6

章 2 2 2, 3 1, 2 2

装飾大文字 �I	 左段以外では
内

書は内� 章は
外

verso左 段 の
章以外は内

外
2箇所以外は
外

装飾の色数 3 2 8� 5� 4

ガイドレタ� 
 
 
 
 


文頭の朱 
 
 
 � 


�パリ聖書	 の序文セットと
の異同� 40/64�5 20/22�11 40/64�5 40/64�38 20/64�1

�パリ聖書	 の書の順番との
異同

詩篇なし� 後
はほぼ同じ


 詩篇なし� 旧
約は異なる

新約は異なる

詩篇�雅歌�
福音書�ティ
モテ下なし�
大きく異なる

ヘブライ名辞典 
 � (�) � � �
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の形態的特徴

6 7 8 9 10 11 B42

2 5 1
1

�上巻のみ�
1

�下巻のみ�

1
�旧約の 2, 4巻
部分の合冊�

2

羊皮紙 羊皮紙 羊皮紙 紙 紙 羊皮紙 紙/羊皮紙

12 8 8 12 12 8 10

445�335 505�365 495�345 280�205 297�210 305�215 403�292

298�210 340�217 352�225 213�150 215�140 215�145 290�195

2段 35, 38行 2段 33行 2段 59行 2段 47�50行 2段 41, 42行 2段 42, 43行 2段 42行

不明 フランドル フランス ドイツ ドイツ オランダ ドイツ

不明
修道院 �ベネ
ディクト会� 不明 不明 不明

女子修道院 �ア
ウグスチノ会� �

textualis
rotunda

textualis
quadrata

secretary hybrida cursiva
textualis
rotunda

textualis
quadrata

3 5 2 1 3 4 4

� 末尾の引き伸
ばし

� � �
埋め草文字�
記号� 末尾の
引き伸ばし

活字の微調整

行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行�段�ペ�ジ 行

/ /, // /, // :, ./, // / / //

8�15 8 6�8, 17 3�9 5�8, 10�15 11�30 6

2�14 8 4�8 2�7 3, 4 13�21 4

2 2, 3 2 2 2, 3 2 2

書はしばしば
内� 章は外 基本的に内 内

章は内と外�
書は多くは内

外
書は内� 章は
基本的に外

外

5� 3� 7� 2 2 7� �

� � � � � � �

� �ただし
装飾的� � � � � � � �後から

購入者が挿入�

47/64�15 49/64�12 62/64�4 14/16�1 43/64�38 6/25 41/64�14

ネヘミア記な
し� 異なる

詩篇�ネヘミ
ア記なし� 異
なる

� 詩篇なし� 後
はほぼ同じ

新約はわずか
に異なる

該当部分は� エズラ記 4を
含む以外は�

� � � 	 	 (�) 	 �
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は写本が部分的にしか現存しないために判断でき
ないことを示す� �� (�)� は� その写本が部分的
にしか現存していないが� ヘブライ名辞典はそも
そも含まれていなかったと推測できることを示し
ている�
巻数を見ると� 写本 1は現在では 4巻である
が� 1巻と 3巻の冒頭の 2箇所に 16世紀と思わ
れる筆跡で重さが記されていることから� 当初は
2巻に製本されていたと考えられる� 写本 2は新
約聖書のみから成るが� 旧約聖書の部分が欠落し
ているのではなく� 最初から新約聖書のみの写本
として作られたと考えられる� 写本 9と 10は
元�は 2巻であったと考えられる� つまり� 半分
以上にあたる 6写本が元来は 2巻から成る聖書
として作られたことになる�
素材は� 写本 2の一部と写本 9, 10を除き� 羊
皮紙であった� 写本 2は� 第 2丁から第 10丁ま
での 2枚目および 3枚目の全紙 �つまり各丁の
2	7葉および 3	6葉
 のみが紙であった� この
3写本は� いずれも全体的に質素な造りであっ
た�
制作地は� ドイツ語圏が 7写本と大きな偏りを
見せている� 4写本 (1, 2, 3, 11)はオランダ� 2写
本 (9, 10)がドイツ� 1写本 (7)がフランドルであ
る� 写本 3, 10, 11には写字生のコロフォンが
あった� 写本 3の各巻のコロフォンには� 現オラ
ンダの Zwolleのアウグスチノ会修道院 the

Agnietenberg において (“in domo clericorum

Zwollis”)�上巻は 1450/51年の 3月 20日�下巻
は 1451年 8月 19日に完成した旨が明記されて
いる24)�写本 10には 2箇所にコロフォンがあり�
筆写年と写字生の名前がわかる� 黙示録の末尾
�第 412葉表
 には黒インクと赤インクを用いて
“1471. Conradus Freudenreich. Finita [in black

ink] in vigilia armorum christi [in red ink]” と
あり�第 414葉表には “Cunz freudenreich”と再
び名前が示されていた25)�写本 11には� 2巻部分
の末尾に 1450年 9月 28日� 4巻部分の末尾に
1453年 7月 9日という日付があり� 現オランダ
の Diepenveenのアウグスチノ会女子修道院で
筆写されたことが明記されているが� 筆写を行っ

た修道女の名前は記されていない� なお� ここは
筆写に堪能なことで知られた女子修道院であ
る26)� 2写本 (5, 6)は制作地が同定されていない�
写本 4のみはイタリアで作られ� ヒュ�マニス
ト体 (humanist)を用いて一段組で書かれてい
る� また� 写本 8はフランスで作られ� セクレタ
リ�体 (secretary)で書かれ� 各表ペ�ジには紙
葉番号 �ロ�マ数字
 が本文と同じ筆跡の赤イン
クで振られており� しかも 1冊で完結するという
特徴を持つ� この 2写本はどちらも独自の興味深
い特徴を持つが� 書体やレイアウトがドイツ語圏
の写本および B42とは大きく異なり� B42のモ
デルとなった写本群に属するとは考えにくいた
め� 本節の記述からは基本的には割愛する�

9写本全てが 2段組で書かれており� 本文には
黒� 見出し (incipitおよび explicit)には赤� 欄外
標題	章冒頭の装飾頭文字	章番号には赤 �およ
びしばしば青
 のインクが使われていた� 筆跡か
ら� 写本 2, 3, 4, 5, 8, 10, 11は一人の写字生に
よって書かれ� 写本 1と 7は二人� 写本 6は三
人� 写本 9は四人の写字生によって書かれたと判
断できる� 同じ文字が連続する場合 (“#”, “ll”,

long “ss”) は� 写本 1, 6, 8以外では二番目の文字
の方がわずかに高いなどの書き分けが行われてい
たが� どの字の連続を書き分けるかは写本によっ
て異なっていた�写本 6では�小文字の “rr” が連
続する際に二番目の方がわずかに広い場合も狭い
場合もあり� さらに同じである場合も見られた�
書と序文の冒頭の頭文字の大きさ �占める行
数
 と豪華さは写本によって大きく違うが� 書�
序文� 章の順に小さくなるという傾向は共通して
いる� 例として� 第 2図に写本 7の第 5巻第 93

葉表を示した� �使徒言行録への序文�冒頭頭文字
Lには 6行� �ヒエロニムスの序文� 冒頭のAに
は 3行� �使徒言行録� 冒頭の Pには 7行が使わ
れている� また� 頭文字の前の薄い灰色に見えて
いる部分は� 赤インクで書かれた見出しである�
ただし� 同一写本中でもスペ�スの大きさには完
全な一貫性があるわけではなく� ばらつきがあっ
た� 全体的に豪華な写本ほど書の冒頭頭文字は大
きいが� 章の冒頭の大文字にはいずれの写本でも
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第 2図 写本 7のペ�ジ�レイアウト
(BL, Add.MS. 15258, f. 93r. By permission of the British Library�
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2行分を使うのが普通であった� 6写本 (1, 2, 5, 6,

9, 11) では章の冒頭の大文字には常に 2行分のス
ペ�スが使われており� 3写本 (2, 7, 10)では 2行
あるいは 3行であった�
頭文字が �I� の場合は� スペ�スを段組内に設
ける場合と設けずに左余白に描くようにする場合
の両方があった� 6写本 (1, 2, 3, 6, 9, 11) では
ペ�ジ内の頭文字の位置� つまり左右どちらの段
であるのかということや� 書の冒頭であるのか章
の冒頭であるのかによって異なる規則を適用して
いた� ただし� いずれの写本においても規則から
の逸脱が多く見られた� また� 写本 9では� 一人
目の写字生は章の装飾頭文字 �I� のためのスペ�
スを段組の内側に残しているが� 二人目は外側に
作っており� 二人の写字生の間で統一はなされて
いない�
見出しや装飾頭文字のためのスペ�スには� 写
字生から彩色師への指示としてガイドレタ�が書
き込まれている写本がほとんどであった� 次の丁
の冒頭の言葉を示して丁合の確認の役割を果たす
捕語もほとんどの写本に見られた �写本 3と 10

には見られなかったが� 再製本の際に切り落とさ
れてしまった可能性がある��いずれも�直前の丁
の最終葉裏ペ�ジの下余白に書かれていたが� そ
の位置には写本によって違いが見られ� 写本 2で
は同一写本内でも様�な位置に書かれていた�
また� ほとんどの写本では各文の大文字に朱が
入れられていた� 朱が入っていない 3写本のう
ち� 写本 4と 8は前述のように大きく形態が異な
るものである� 写本 6には朱は入っていないもの
の� 大文字が装飾的な形に書かれており� 特別な
扱いを受けていることがわかる� さらに� 写本 6

は �詩篇� を含む唯一の写本であったが� �詩篇�
の大文字にはその他の書とは異なり� 黒ではな
く� 青インク	赤インクが交互に使われていた�
写本 5と 11 �および特殊な写本 8� では� 新し
い書は次の段や次のペ�ジから始まっていた� 写
本 1ではまれに� 写本 3でも時�ペ�ジ替えが行
われていたが� その他の写本では改行のみで新し
い書が始まっていた�

5写本 (3, 5, 6, 7, 11)は� 正式な書体とされ� 聖

書や典礼書に多く使われたゴシック体の textura

で書かれていた� そのうち 4写本 (3, 5, 6, 7)は�
ペ�ジの高さが 380 mm から 505 mm と� 約
400 mmである B42と同程度あるいはそれ以上
の非常に大きな写本で� 広い余白を持っていた�
残る写本 11も縦 305 mmと決して小型ではな
い� つまり� 大型であることと texturaという書
体は自然な組み合わせであったと考えられる� こ
れらの大型写本では文字も大きく� 写本 3, 5, 7で
は一文字の高さ �全高� が 1 cm近くあった� ま
た� これら 5写本は� 写本 5以外は大きな細密画
や大きな欄外装飾を持ち� 装飾に金を用いた豪華
な写本でもあった�
句読点は 4種あるいはそれ以上が使われてい
る写本が多い� 句点 � .� の次には� 大文字	小文
字の両方が使われる場合が多かった �写本 2, 3, 4,

5, 8, 11�� 写本 1と 10では常に大文字が使われ
ていた� 写本 6, 7, 9には句点が使われていなかっ
た� また� 写本 1では 2種類の疑問符が使われ�
片方には常に小文字� もう片方には常に大文字が
続いていた�
余白や行間への書き込みやコロフォンから� 5

写本 (2, 3, 5, 7, 11) は修道院で書写あるいは所蔵
されていたことがわかる� その 5写本と他の 2写
本 (9, 10)には� 修正や追加や書き込みなどの読
者による利用の形跡があったが� 写本 1, 6, 8には
ほとんどあるいは全く利用の形跡が見られなかっ
た� 修道院に関係がある写本のうち� 写本 2, 3, 5,

7には朗読日の指示やアクセント記号などが書き
込まれていた� ただし� 写本 2は最初にリストが
つけられているのみでアクセント記号は見られな
かった� 特に� 写本 5には第 338葉表に “Iste

liber est fratrum carthusiensium”, 第 266葉表
の下余白に “Iste liber totus legitur in refectorio

. . .” と書かれているため� カルトジオ会の修道院
で所蔵され� ベネディクト会同様に食堂での朗読
に使われていたことが明らかである� また� 写本
7は書き込みから Liégeのベネディクト会修道院
St. Jacques で所蔵されていたと判断できるが�
第 1巻 vi葉裏には� おそらく本文を担当した一
番目の写字生の手によって� 聖書全体に対する朗
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読の指示が書き込まれている �例えば� “Post

pascha nostrum: legis actus apostolorum”��
その他の利用のための道具としては� 写本 3の
福音書には元�の写字生によってアンモニウスの
セクション記号 (Ammonian sections) が入れら
れていた� 写本 5の末尾には目次が書かれてお
り� 各書の左右の余白にはAから Hまでの記号
が書き込まれて細分されていた27)� 写本 4, 7, 10

には一つまたは複数の書に番号付きの章目次がつ
けられ� 本文の該当箇所には番号が書き込まれて
いた� 写本 9は余白に番号のみが書かれていた�
4写本 �写本 2, 5, 9, 11� では� 書や序文の冒頭
ペ�ジの小口側に細長い羊皮紙片がはりつけられ
ていた� これは書の冒頭を探しやすくするための
付箋のような役割を果たしている�
写本 1, 2, 3, 7, 11には埋め草を用いるなどの行
末揃えへの配慮が見られた� 例えば� 写本 1で
は�文末に “n” や “no”�あるいは前後の単語を繰
り返して書いた上で取り消し線を引いている場合
が多�あったが� 写し間違いではなく行末揃えの
ための工夫として埋め草文字を入れた例だと考え
られる� また� 写本 11では� “n” という読まない
文字を埋め草として行末に入れて赤線を引いた
り� 意味を持たない埋め草記号 (�)を挿入した
り� 最後の一文字を引き伸ばして書いたりするこ
とによって行末を揃えていた� ただし� 複数の写
字生が関わっている写本では� 写字生によって埋
め草文字を使うかどうかということや� その使用
方法には違いがあり� 統一はされていなかった�
例えば� 写本 7では二人目の写字生のみが埋め草
文字を使用している�
こうした行末への配慮が見られる一方で� 全て
の写本において単語が次の行�段�ペ�ジに別れ
ることが許容されていた� その場合� 単語の別れ
はハイフン �/� やダブル ･ハイフン (//)で示さ
れることが多かった� 例えば� 第 2図に示した写
本 7の例では� 左の段の末尾に “p[ro]lixius” と
いう単語が書かれているが� 最後の二文字 (us)が
右の段の最初の行に分かれており� 単語が分かれ
ていることは “p[ro]lixi/” とハイフンによって示
されている�

内容について見てみると� フォ�マットや書体
にかかわらず� 多くの写本が 	パリ聖書
 とかな
り類似した書の順番を示していたが� 完全に同じ
であるのは新約聖書のみの写本 2と� 旧約聖書の
一部分からなる写本 11と� やや特殊である写本
8だけであった� パリ聖書の 64の序文セットと
完全に同一の序文セットを持つ写本は� 調査対象
中には皆無であった� また� パリ聖書に特徴的で
あるはずのヘブライ名辞典は� 写本 1 �および特
殊な写本 8� のみに含まれていた�
写本 1, 3, 5, 7, 9には 	詩篇
 が含まれないこと
�さらに写本 5には福音書も含まれない�� また記
述対象とはしなかった写本 12�19が詩篇や福音
書� 	黙示録
といった特定の書のみから構成され
ているということは� 典礼用に一部の書だけで構
成された写本を作るという習慣が 15世紀になっ
ても依然として存在していたことを示している�

IV. 比 較

A. グ�テンベルク聖書の物理的特徴
本調査では� 完本で� ウェブで高解像度の画像
が公開されている BL所蔵の紙本ジョ�ジ 3世文
庫本 (London, BL, C. 9.d.3, 4)の画像を用いた28)�
必要に応じて他の現存本の複製も参照した�

B42は上下 2巻で構成されており�紙または羊
皮紙に印刷されている� 印刷部数については諸説
あるが�現在では 160から 180部程度で� 3/4程
度が紙に印刷されたとする説が一般的である29)�
BL所蔵本は再製本の際にペ�ジの端が化粧断ち
されてしまっているため� 再製本されておらず原
装を残している慶應義塾図書館の紙本で計測する
と� ペ�ジ�サイズは 403�292 mm, 本文が印
刷されている領域 �版面� のサイズは 290�195

mmであり� 余白が大きくとられていることがわ
かる�

B42の物理的特徴を�第 1表の一番右の列に示
した� 本文は 2段組 42行で� 黒インクで印刷さ
れている �第 1図 a参照��ただし�印刷開始直後
に刷られたごく一部のペ�ジは 40行あるいは
41行印刷である �第一版に属する現存本の上巻
の第 1葉表から第 5葉表および第 129葉表から
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第 132葉表が 40行� 第 5葉裏が 41行であり�
さらに全ての現存本において第 310葉の表裏が
41行印刷である�� 40行印刷のペ�ジでは書の
開始や終了を告げる見出し �それぞれ incipit, ex-

plicit�が赤インクで印刷されているが�他のペ�
ジでは手彩色で挿入するための空白が設けられて
いるのみで� 文字は印刷されていない� 二色印刷
には� より多くの時間とより厳密な見当が要求さ
れる� その困難さから� 二色印刷という野心的な
試みはすぐに放棄されたものと考えられている�
一方� 書�序文�章冒頭の装飾頭文字や� 章番号
については色刷りの試みは当初から見られず� 常
に空白が設けられている� しかし� 欄外標題と大
文字の朱に関しては何も行われていない� ただ
し� �詩篇�においては各文頭の大文字は印刷され
ずに空白が設けられ� 全て後から色インクで挿入
できるようになっている� なお� �バルク書� 末尾
の �エレミアの手紙� 冒頭の見出し部分には空白
が設けられておらず� 黒インクで見出しが印刷さ
れている� これは� 意図的なものではなく� 印刷
原稿の写本に由来する間違いではないかと考えら
れる30)�
冒頭の装飾頭文字のスペ�スは� 少数の例外は
あるものの� 書には 6行� 序文には 4行� 章には
2行分が設けられている� 装飾頭文字が “I” であ
る場合にはスペ�スは作られず� 余白に描くよう
になっているが� 章冒頭では間違って段の内側に
空白が作られた例も見られる�
ガイドレタ�や捕語は� ペ�ジ中には一切印刷
されていない�そのため� 現存する B42のなかに
は誤った頭文字を挿入している事例もしばしば見
受けられる� 見出しについては彩色師のために入
れるべき言葉を黒インクで印刷した別丁の 4葉
から成る索引が 2部現存しており� 本文と一緒に
販売されたものと考えられている� しかし� 現存
する B42に挿入された見出しには� その索引の
指示に従っていないものも多く� 本文よりも自由
度が高いものとして捉えられていたのではないか
と考えられる�
書体は正式なテクストゥラ�クォドラ�タ体

(textualis quadrata) である� 字体は句読点を含

めて約 270と非常に多く�基本アルファベット以
外に約 30の異字体� 60の連字� 120の省略用字
体 �縮約語� を持つ� この縮約語はいずれも当時
の写本に伝統的に使用されてきたものである� 字
体の使い分けは� いずれも当時のゴシック体を書
くときの規則に準じていると考えられる� 具体的
には� Schwenkeが明らかにしたように� 右側に
張り出した活字 (c, e, f, g, r, t, x) の次には� 左側
を平らにした活字が使われている31) [p. 19�20]�
これは� できるだけ文字の縦の線を等間隔にする
ための工夫だと考えられる� 安形による最近の校
合の成果からは� こうした規則を遵守するためだ
と考えられる印刷途中の修正作業の存在が明らか
になっており� 印刷者が字体の使い分けに細心の
注意を払っていたことがわかる32)� 同じ文字の連
続に関しては� “rr” の場合は二番目の rは規則に
従って左側が平らな活字であることに加え� 高さ
が異なる例も見られたものの� 現時点では規則性
を把握することはできなかった� 使用されている
句読点は 4種類で� 句点 ( . )および疑問符の次に
は必ず大文字が� コロン ( : )と中黒 (�)の次には必
ず小文字が使われている�
埋め草文字�記号は一切使用されていないが�
多くの縮約語の活字の使用により� 行末は非常に
よく揃っている� 縮約語を用いることで� ちょう
ど日本語の漢字とひらがなの使い分けと同様の調
節が可能になるのである� さらに� 行末にきた句
点�ハイフン�数字の 5の形をした sは段の外
に� コロン�中黒は段内に印刷するという規則が
見られる�
単語が次の行に分かれることは多く� その場合
はダブル�ハイフンで示されている� しかし� 単
語が次の段や次のペ�ジにまたがることは決して
ない33)�
パリ聖書と比較すると� エズラ記 4 �ラテン語�
を含んでいるという以外は� 書の選択と順序は同
一であった� エズラ記 4 �ラテン語� が印刷され
ている丁が変則的な構成となっており植字の順序
も変則的であることから� Needhamはこの書は
元	の印刷原稿写本にはなく別の写本を原稿とし
て植字したものだとしている33) [p. 413�420]34)
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[p. 348�351]�序文に関しては大きな違いがあり�
パリ聖書の 64の序文セットのうちの 41に加え�
その他の 14の序文を持っていた� 奥付や目次は
もちろん� 章目次や朗読指示などの本文以外の要
素は全く含まれていなかった�

B. グ�テンベルク聖書と写本の比較
1. 形態的な比較

2段組 42行で� ペ�ジ番号やフォリオ番号の
ない黒インクによる本文という B42のペ�ジ�
レイアウトは� 写本 4を除く全ての調査対象写本
とよく似ている� 一方で� おそらくは技術的な限
界から� 見出し� 装飾頭文字� 欄外標題� 章番号
等の色刷りは断念されており� 全ての写本に共通
して見られた色による構造化は行われていない�
しかし� 見出しと書や章の冒頭の大文字と章番号
に関しては� 植字作業がより複雑になるにもかか
わらず� 黒で印刷するのではなくわざわざ空白を
残しており� さらに �詩篇� の大文字も空白にし
て赤�青で挿入できるようにしている �写本 6と
同様である��このことからは�色による構造化に
関する印刷者の強い意識を窺い知ることができ
る� 逆に言うと� 印刷直後の白黒の状態では� 当
時の読者には未完成の書物として認識されたので
はないかと考えられる� 実際に� B42の現存本に
おいて� 色数や洗練度や豪華さの程度に差はある
ものの� 見出し� 装飾頭文字� 欄外表題� 章番号
等が購入後に手描きで挿入されている�
装飾頭文字のスペ�スは� 書の冒頭が一番大き
く豪華であり� 序文�章の順に小さくなるという
写本の伝統に従っているが� 写本では同一写本の
中でもかなり大きさのばらつきがあるのに対し�
B42においては非常に一貫性が高い� 同様に� 多
くの写本において �I� という装飾頭文字を挿入す
る際に� 本文の段組内に入れるかどうかは書の冒
頭であるか章の冒頭であるか� あるいはその出現
位置による細かい規則が見られ� さらに同一写本
内でも写字生による違いがあったが� B42におい
ては基本的にはすべて外側に出され� 標準化され
ていた�

B42の物理的な大きさからは� 写本と同様であ

れば羊皮紙という素材の方が自然であったと思わ
れるが� 実際には B42の総部数の 3/4は紙に印
刷されたと考えられている� 調査対象の中で紙に
書かれていたのは写本 2, 9, 10という質素で比較
的小型の写本のみであった�

B42において単語が次の行に別れることは写
本同様に多く� ダブル�ハイフン (//)で示されて
いるが� B42に特徴的なこととして� 単語が次の
段やペ�ジにまたがることは決してない� これ
は� 非常に豪華なものを含む全ての写本におい
て� 一つの単語が次の行だけでなく次の段や次の
ペ�ジにまで分かれることが許容されていたのと
対照的である� これは� 筆写と違い� 後から 1行
内での微調整を行うことができることから初めて
可能になったと考えられる� しかし� 単に写本を
模倣したのであれば段やペ�ジに単語が分かれる
ことがあっても不思議ではないので� 単語の段�
ペ�ジ分かれが避けられているのは意識的な植字
規則の導入の成果だと考えられる�

5写本において埋め草文字�記号の使用や行末
の語を引き伸ばして書くことによって行末を揃え
て見せるという工夫が見られたが� B42は埋め草
文字を一切使用することなく� 写本よりもきれい
に行末を揃えることに成功している� これは活字
を組む作業中にスペ�スの微調整が可能であると
いう技術的利点をよく活かした結果だと考えられ
る� しかも� 調査対象写本には例がなかったが�
B42には句読点の位置に関する配慮が見られた�
B42では行末に現れた句点�単語別れを示すダ
ブル�ハイフン�5形の sおよび単語の行別れを
示すダブル�ハイフンは段組の外側に印刷し� コ
ロンと中黒は段組の内側に印刷するという独自の
規則を持つことによって� さらに行末揃えの精度
を高めている� なお� 中黒の位置は� 初期に印刷
されたと考えられるペ�ジでは特に規則性が見ら
れないが� 後半では必ず内側に印刷されており�
意識的な行末揃えのための工夫であることがわか
る�
写本 1と 8を除く全ての写本には� “ff” や “ll”

などの文字が連続する際に二番目の文字をわずか
に大きくするという書き分けが見られたが� B42
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では規則が簡略化され� 使い分けは行われていな
い�一方で� B42には “rr” という文字が連続した
場合に高さが異なる形の rを使用するという使い
分けが見られたが32)� 今回調査した写本の中には
同じ現象を見つけることができなかった� 異なる
字体の活字を鋳造するには労力に見合う理由が
あったと考えるのが自然であるので� この点に関
してはさらなる調査が必要である�

B42の句読点は中世に一般的に使われていた
レパ�トリ�に含まれる 4種類であり� 写本と比
べて大きな種類の違いはない� ただし� 写本にお
いては� ある句読点の後に使われる文字種が大文
字の場合も小文字の場合もありうる場合が多かっ
たのに対し� B42では句読点と次に続く文字種の
関係が完全に決まっている� これは� 原稿の写本
をそのまま模倣したのではない可能性が高い� ラ
テン語リテラシ�がそれほど高くない職人であっ
ても植字が可能であるようにするために� 規則を
標準化�簡略化したのではないかとも考えられ
る�
また� B42の本文は分割され� 複数の職人に
よって同時並行で植字�印刷が複雑に進められて
いったことが先行研究から明らかになっている
が35)� 分割による規則やレイアウトの差異は見ら
れなかった� 一方� 写本においては担当した写字
生によって異なる規則が適用されているのが普通
であった�
最後に� 15世紀の規範といわれるパリ聖書と
の関係を見てみると� B42はパリ聖書にないはず
の �エズラ記 4 �ラテン語�� を含み� ヘブライ名
辞典は含まず� 序文の選択と順序が大きく異なる
という逸脱が見られた� 調査対象写本の書の順番
は� 特殊な例であった写本 8, 新約聖書のみの写
本 2, 部分的にしか現存していない写本 11を除
くと� いずれもパリ聖書と完全に同一というもの
はなかった� また� 調査対象写本には� 序文の選
択と順序もパリ聖書とは異なるという B42と同
様の逸脱が見られた� しかし� B42と同様 �エズ
ラ記 4 �ラテン語�� を含む写本は皆無であった�
Needham は� Ker 編纂の在英写本目録の 13世
紀から 15世紀に制作されたパリ聖書系統の 75

写本のうち �エズラ記 4 �ラテン語�� を持つのは
わずかに 3写本であり� しかもその 3写本も
B42とは異なる章の分け方がされていることを
指摘している36)�
ヘブライ名辞典が付随していたのは写本 1と 8

だけであり� B42にヘブライ名辞典がないこと
は� 15世紀の聖書としてはむしろ普通であった
といえる� また� パリ聖書の序文セットと完全に
同じ序文セットを持つ写本も調査対象中には一つ
もなかった� なお� 前述の The Giant Bible of

Mainz も 57の序文はパリ聖書のセットと共通で
あったが� さらに 58の異なる序文を持ってい
る37)�このことからは� 15世紀の写本聖書の構成
には揺らぎが出てきており� 従来言われてきたよ
うに必ずしも標準化された規範的なパリ聖書では
なかったことが確認できた�

2. 用途
次に� B42がどのような種類の写本に特によく
似ているのかを検証することにより� 用途の推定
が可能になると考えられる� 第 2表に� 特殊であ
り B42と比較するには適さない写本 4と 8を除
く 9写本との比較結果を簡単にまとめた� �	�
が多いほど� 共通点が多いことを示す� 共通点が
ないか� 非常に少ない写本 1, 2, 9, 10は小型で�
共通点が多いものは大型聖書であった�
書体に着目すると� 5写本 (3, 5, 6, 7, 11)は正式
な書体であるゴシック体の texturaで書かれて

第 2表 用途の推定

写 本

1 2 3 5 6 7 9 10 11 B42

大型サイズ 	 	 	 	 
 	

Textura体 	 	 	 	 	 	

大きな文字 	 	 	 	

利用の形跡 	 	 	 	 	 	 	 	

�朗読� 
 	 	 	 	

修道院 	 	 	 	 	 	

行末揃えの埋め草文字 	 	 	 	 	
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いた� そのうち 4写本は� 縦 40 cmから 50 cm

くらいと B42と同程度あるいはそれ以上の非常
に大きな写本で� 広い余白を持っており� 残る写
本 11も縦 30 cmと小さくはない� つまり� 大型
であることと texturaの本文が自然な組み合わ
せであったことがわかる� そうした大型写本では
文字も大きく� 写本 3, 5, 7では一文字の全高が約
1 cmあった�ただし�大型写本の装飾頭文字は総
じて B42よりも大きいという傾向が見られた�
また� B42はそれら大型写本よりも縮約語の使用
頻度が高かった�
写本 3, 5, 7は B42との共通点が多いが� いず
れも修道院で書写あるいは所蔵されていたもので
ある �写本 7については第 2図を参照�� 写本 3

と 7は装飾に金が使われている豪華なものであ
るため� 修道院の聖書が常に質素な写本を意味す
るわけではないが� 書き込みや修正など利用の形
跡から� 装飾や鑑賞のために置かれていたのでは
なく� 実際に使われていたことが明らかである�
写本 5のように食堂での朗読用である旨が明記
されていなくても� 発音を助けるためのアクセン
ト記号が書き込まれていたり� 朗読日の指示が書
き込まれていたりすることから� 食堂や典礼での
朗読に使われていたと推測できる� ここで� 写本
3に書き加えられた朗読を助けるためのアクセン
ト記号の中には� BL所蔵の B42に書き加えられ
た単語�記号と全く同じ例があることは特筆に価
する� この両者において �創世記� 第 1章に出て
くる �maria�という �海�を意味する単語の最初
の aにアクセント記号が手で書き加えられてい
るが� これは誤って �乙女マリア� と iにアクセ
ントをおいて発音してしまうことを防ぐためのも
のだと考えられる� 写本 3はオランダのアウグス
チノ会修道院で制作および所蔵されていたもので
あり� BL所蔵の B 42は 17世紀にはドイツ�
ヴュルツブルクのベネディクト会修道院 St.

Jacobusで所蔵されていたことがわかっているた
め� このアクセント記号は修道院での朗読に使わ
れた際のものだと考えるのが妥当だろう�

B42出版の正確な動機は推測の域を出ないが�
大型であること� その割には小さな装飾頭文字用

のスペ�ス� texturaの使用�大きな文字�縮約語
の多用� 紙本の方が多いと推定されることなど
は� B42が修道院�教会向けの実用性の高い大型
聖書であったことを示唆する� 先行研究におい
て� Königは B42現存本の手描き装飾の分析か
ら B42は豪華写本の代替物として意図されたの
ではないとして� 豪華写本代替説を唱える
Lehmann-Hauptに反論している38)� 今回の調査
結果も Königの分析結果を裏づけるものとなっ
た� 現在判明している B42現存本の実際の購入
者は必ずしも修道院であるとは限らないが� 個人
が購入した後に修道院などへ寄付したと考えられ
る例も多い39)�この背景として� 15世紀半ばのド
イツにおける教会改革運動との関連が考えられ
る40)� 改革を熱心に進めていたドイツ人初の枢機
卿 Nicolaus Cusanus は 1440年代にドイツに滞
在しており� 1451年には腐敗した修道院の視
察�改革のためにドイツ�オランダへ派遣されて
いる41)�
また� Schneiderは B42のテクストを調査し
た結果� 縮約語が誤った形で開かれたと考えられ
る単語が多いことから� 現存していない B42の
印刷原稿の写本は小型で縮約語が多用された写本
であっただろうと指摘している42)� 今回の写本と
の比較調査により� B42の外見上のモデルとなっ
たのは� 大型で比較的簡素な修道院や教会などで
朗読に使われていた類の写本であったことが確認
できた� つまり� B42は小型の写本を原稿として
用いつつ� 形態的には修道院向けの大型の写本を
モデルとしたと考えられる�

V. 写本の伝統

本調査からは� B42のレイアウトは基本的には
写本の伝統に忠実であろうとしていることが明ら
かになった� 写本に慣れた読者のために非常に多
くの字体を鋳造する手間をかけたのもその現れだ
ろう� 大型聖書に texturaの書体を使うのは� 写
本の傾向とも一致する� ただし� 本調査では B42

と全く同じ書体 textualis quadrata で書かれた
写本は一つだけ �写本 7� であり� この書体の採
用理由の解明には今後の研究が必要である� な
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お� 興味深いことに� 初期刊本時代に印刷された
多くのウルガタ聖書のなかでも同じ textualis

quadrata を用いているのは� B42と関係が深い
36行聖書のみとなっている�
しかし�おそらくは技術的な限界から�見出し�
装飾頭文字� 欄外標題� 章番号等の色刷りは断念
され� 写本に通常見られた色による構造化は行わ
れていない� 黒で印刷することもなく空白を設け
るのは� 直後の印刷本での慣行となる� 同様に�
写本に通常見られる捕語や装飾頭文字の指示も印
刷されていない� これも� 技術的な制約によるも
のだと考えられる�
一方� 見出しの指示として索引を別に印刷して
いるのは� 印刷と朱書きが別の場所で別の職人に
よって行われ� その工程には印刷者が関与しない
という新たな状況に対応した結果だと考えられ
る� 例外はあるものの� 初期刊本時代の書物は朱
や装飾が入らないままの未製本の状態で売買され
ることが普通であり� 印刷はそれだけで独立した
工程であった�

B42の装飾頭文字のために残されたスペ�ス
には� 写本に共通して見られた書�序文�章とい
う大きさのヒエラルキ�が継承されているが� よ
り一貫性が高く� 標準化されている� また� 句読
点の使い方も標準化されている�
微調整が可能であるという活版印刷術の利点を
活かし� B42の行末揃えが改良されているのは当
然予想されるところであるが� これは活版印刷と
いう技術革新の単なる付随的な結果ではない� 行
末揃えを容易にするために様�な異字体の活字を
鋳造する手間をかけ� 新たな規則を制定し� 写本
ではむしろ当然であった担当者によるばらつきを
なくすという様�な配慮によって達成された意識
的な改良である� さらに単語の段分かれやペ�ジ
分かれを避けたり� 行末の句読点の印刷位置を定
めたりといった� それ以前は豪華な写本にさえな
かった行末揃えへの新しい規則が見られる�
このように� B42は� 植字の数�の厳密な規則
を制定し遵守することによって� 高い一貫性を
持ったより統一感のあるペ�ジ�レイアウトの確
立に成功し� 続く印刷本のモデルとなった� その

規則は� 一方では従来の形態の標準化� 他方では
新たな規則の導入による精緻化� という二つの方
向性を持っていた�
つまり� B42は従来捉えられてきたような �写
本の模倣� ではなく� 厳密には �写本の理想型�
を目指していたのではないかと考えられる� 理想
型の追求が� 筆写によって生産される写本では技
術的に不可能であったレベルの精緻化を結果的に
実現したのだと考えられる� B42が目指したこの
方向性は� その後の印刷本の特徴となる�
同時に� 15世紀の写本聖書の書の取捨選択や
順番は基本的にパリ聖書のものに近いものの� 序
文に関しては大きな揺らぎがあり� 必ずしも完璧
なパリ聖書とは呼ぶことができないものであるこ
とが明らかになった� しかし� 写本間で大きな違
いがあったのとは対照的に� B42の書�序文の選
択は�エズラ記 4 �ラテン語	も含め�これ以降の
ほぼ全てのウルガタ聖書に受け継がれていった�
初期刊本時代に印刷された 81点のウルガタ聖書
のうち� B42のテクストの系統に属していないの
はわずか 2点であり5) [p. 56]� B42が内容におい
ても新たな伝統を作り上げたといえることがわか
る�
印刷本は� 次第に標題紙の使用や紙葉の番号付
けが一般的になり� 赤字を使わないなどの新しい
特徴を備えるようになり� 15世紀末から 16世紀
初頭にかけてほぼ現在のような書物の外見的特徴
を持つようになっていった43)� 物理的特徴の斬新
的な変化は� 当時の �書物� の表象が� 印刷本の
誕生を契機に� 写本から新たな構造と機能を備え
たものへと次第に変化していった結果であると考
えられる� 換言すれば� 生産者� 従来の読者� 新
興の読者がそれぞれ心に抱く書物の姿が徐�に変
化していき� その期待を満たすために書物の外見
が変化したということであり� B42がその契機と
なったのである�
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